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【背景・目的】研究内容
【背景・目的】
5人に1人が糖尿病であることが示すように、糖や脂質の代謝異常は極めて身近な疾患になっています。食生活や
運動不足、またそれに伴う肥満が、糖尿病や脂質異常症の誘因となることが知られており、その発症のメカニズム
も徐々に解明されつつあります。体重の2％を占める肝臓は、糖脂質代謝の恒常性維持に中心的な役割を担って
おり、その機能破綻は糖尿病や脂質異常症と直結しています。また、糖尿病や脂質異常症では、肝臓疾患の誘
因・増悪因子であることが知られています。肝臓における糖脂質代謝の制御の仕組みを理解し、新たな疾病バイ
オマーカーや治療標的を探索することで、生活習慣と肝臓異常の悪循環を阻止できると考えています。

【概要】 １）臓器連関による肝栄養・代謝制御とその破綻の機序； 肝臓における栄養・代謝調節は、脳・膵臓・腸
管を中心とした、様々な臓器による制御を受けています。その詳細な分子メカニズムを解明し、新たな治療標的分
子や疾病バイオマーカーを明らかにします。
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２）肝栄養・代謝破綻が肝臓疾病を引き起こす機序；
肝臓での代謝異常が、小胞体ストレスや酸化ストレス
の増加を介して、肝臓障害を引き起こすことが知られ
ています。その分子メカニズムを明らかにし、糖尿病・
脂質異常症の悪循環を予防します。
３）“食”による肝栄養・代謝破綻の予防・治療；食材の
中には、糖・脂質代謝異常を予防しうるものがあります。
主には、タンパク質・アミノ酸食材を中心として、糖尿
病・脂質異常症などの生活習慣病予防作用を有する
食材を探索・開発しています。

【研究の特徴・コンセプト・理念】
- 分子や細胞レベルでの研究、マウス等実験動物で
の研究がメインです。

- 糖・エネルギー代謝に関わる生理解析に習熟してお
り、様々な疾患の病態理解を深め、新規な治療・予
防法の開発に役立ちます。
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